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糖尿病看護認定看護師
感染管理認定看護師
がん化学療法看護認定看護師
がん放射線療法看護認定看護師
緩和ケア認定看護師
摂食・嚥下障害看護認定看護師
皮膚・排泄ケア認定看護師
救急看護認定看護師
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　当院は昭和22年「広島県農業会佐伯病
院」として創設以来63年間、廿日市市・大竹
市・佐伯区を中心とした地域の中核病院とし
て急性期の医療を担ってまいりました。急性
期病院の当院ではＣＴ、ＭＲIなど高額医療機
器を使った検査や手術などの専門的な治療
を積極的に行っています。
従業員数は約1000人で、そのうち看護師

が約半数の530人を占めています。看護科の
最大のテーマは看護師の確保と卒後教育の
充実であると考え、長年取り組んできました。
その結果5年前に比べると看護師数は50名
増員しており、561床のベッドを13の病棟で
稼働し、20診療科ある外来では毎日約1000
人の患者さんの看護を行っています。
超高齢少子社会にあって、看護職を目指

す若者は広島県下で約1200名おり、看護
師・助産師・保健師を養成する看護大学や
看護専門学校に入学し、3～4年の教育の
後国家試験に臨んでいます。看護職教育の
中で病院実習は極めて大切な学習の場とし
て捉えられています。当院には13校から年間
延べ7000人の看護学生が実習に訪れ、患
者さんに直接関わる実習を行っています。各
病棟や外来では熟練した看護師が学生の
実習指導にあたっています。看護学生の中
には地元出身の学生も多く、将来は看護師
として地域の医療機関に就職して地域医療
に貢献したいという高い志をもった若者も大
勢います。私達は地元高校をはじめ広島県
～中国地方の看護大学、看護専門学校へ
の訪問を行って優秀な看護師確保に向けた
努力を続けています。また、夜勤のある職業な
ので、結婚してからも子育てをしながら働き続
けることができる職場づくりが求められます。
院内保育所は平成15年から設置しており、
現在11名の3歳以下の幼児が優しい保育
士とともに過ごしています。

　また、新人看護師の入職後の教育体制も
整備されてきました。新人看護師一人ひとりを
先輩看護師が担当し、看護技術指導と相談
役を担い、職場全体で新人を受け入れるととも
に彼らが学生から社会人になるステップをス
ムーズに乗り越える体制強化に努めています。
　看護師は２4時間患者さんの傍にいて、寄
り添う存在でありたいと思います。看護の知
識・技術を身につけて専門職として力をつける
とともに、感性を磨き、人としての優しいまなざ
しを持って患者さん、ご家族の思いに寄り添っ
た看護の提供に努めていきたいと思います。
　看護師として十分な経験を積んだ後に、専
門分野の探求を行い認定看護師、専門看護
師が誕生しています。当院では8領域で12人
の認定看護師が、より専門的な医療・看護に
力を発揮しています。（表１を参照してください）

　医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・栄
養士・放射線技師・理学療法士・作業療法
士・言語聴覚士・社会福祉士等の多職種が
連携し協働してチーム医療を行っていく中
で、看護師は患者さんに一番近い存在として
責任を持って安全で安心な看護の提供に努
めて参りたいと考えます。地域ぐるみで優秀な
看護師を育成し、地域社会に貢献できたらと
思いますので、地元の皆さまのご支援をお願
いいたします。

JA Hiroshima General Hospital.“Information magazine”

看護部長

認定看護師

宮田 恵子
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診療科紹介

　当院腎臓内科は2011年4月より広島大学病院より荒川医
師（主任部長代理）、県立広島病院より吉田医師が着任し、
2010年4月より着任の佐々木医師と合わせ現在3人体制で
診療を行っております。前任の平林医師・倉恒医師の転勤によ
り膠原病を専門で診療する医師が不在となりましたため、
2011年4月より膠原病内科の専門診療は終了とし腎臓内科
として再出発することといたしました。
　近年、慢性腎臓病（CKD：Chronic Kidney Disease）患者
は増加の一途をたどり、現在わが国では約2000万人程度と
推測されており、今後さらにCKD患者が増加することが予測
されております。当院腎臓内科は各医療機関の先生方から多
くの患者さんを紹介して頂いており、 外来および入院患者数
は県内有数です。また、当院は日本腎臓学会研修施設および日
本透析医学会専門医制度認定施設に認定されております。
　当科では原発性糸球体・尿細管間質性疾患、高血圧、糖尿病、
膠原病、血液疾患などに伴う全身性腎疾患、急性および慢性腎
不全など、あらゆる腎臓病に対し幅広く診療にあたっていま

す。腎炎に対しては腎生検を中心とした診断とその診断結果
に基づいた集学的な治療を、また腎不全に対しては食事・薬物
療法などによる保存的加療および透析療法を実施していま
す。透析療法に関しては積極的に腹膜透析（PD）導入を推進
しているのが当院の特徴であり、また、血液透析（HD）、各種
疾患に対するアフェレシス療法（血液浄化療法）も積極的に
行っています。
　腎臓病は早期に発見し、適切に管理することが何より重要
となりますので、腎臓に関して何か気になることがありまし
たらお気軽にご相談ください。

腎臓内科 西棟／2Fnephrology

　当院外科では2010年から一般・消化器外科を、上部
消化管、下部消化管および肝胆膵の3つの大きな疾患領
域に分担して、専門性を高めた治療が行えるように診
療体系を再編成しました。さらに本年6月からは、新し
く佐々木医師（膵胆）と大下医師（肝）が赴任し、私を含
めて３人で肝胆膵外科チームが発足しました。
　肝・胆・膵外科では、主に肝がん、胆嚢がん、胆管がん、
膵がんといった悪性腫瘍を中心に、胆石症、急性・慢性
膵炎、膵良性腫瘍、肝硬変による脾腫等の良性疾患など
の肝胆膵領域の多岐にわたる疾患に対して診療を行っ
ております。特に悪性疾患では、消化器内科や画像診断
部による正確な進行度診断をもとに、積極的な外科的
切除を中心とし、化学療法や放射線治療を含めた集学
的治療を展開しています。いずれの疾患も消化器内科
とのミーティングを密に行い、初診の段階から内科・外
科がお互いに連携して、画像診断部、放射線治療科、化
学療法科を含めたALL-JA広島総合病院として治療で

きる体制になっています。
　新任の二人は、経験、技量、人格、どれをとっても優秀
な外科医です。JA広島総合病院の診療内容をさらにレ
ベルアップし、患者さんに質の高い治療を提供できる
チームが結成されたと思います。これからは肝胆膵外
科医を目指す若手外科医の修練の場としても病院の環
境整備を継続していきたいと考えています。
　領域別となっていますが、外来受診日には特に制限
はなく、初診はいつでも可能です。肝胆膵の病気が疑わ
れた場合には遠慮なくいつでもご相談下さい。

肝胆膵外科 南棟／2Fhepato-biliary-pancreatic surgery

主任部長代理
荒川 哲次

佐々木 健介

吉田　健

（右から）

主任部長
中光 篤志
部長
大下 彰彦

主任部長代理
佐々木 秀

（左から）



新任医師のご紹介

外科

大下  彰彦
オオシタ　 アキヒコ

6月より外科で勤務させて頂くことになりました。平成6年広
島大学卒業で、学位取得後は主に肝胆膵・移植外科に従事し
て参りました。これまで学んできたことを活かし、廿日市を中
心とする広島県西部の地域医療に貢献できるよう努力して
いく所存です。宜しくお願いいたします。

外科

佐々木  秀
サ サ キ マ サ ル

タ ナ カ 　 ノリフミタカヒロ　 ユウヘイ

サイトウ　 サ チ コ

6月より外科に勤務させて頂くことになりました。廿日市は少
年時代を過ごした地元であり、以前短期間ながら赴任して以
来いつか戻ってきたいと希望しておりました。地域に貢献で
きるよう努力して参りますのでよろしくお願いいたします。

麻酔科

西藤  幸子
広島大学病院での初期研修を終え、7月より麻酔科で勤務
させて頂くことになりました。安心して手術を受けていただ
けるよう努力してまいりますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

泌尿器科

高広  悠平
初期研修を終えて、7月よりJA広島総合病院泌尿器科にて
勤務させていただくことになりました。少しでも早く慣れて
広島県西部の医療に貢献できるよう努力して参ります。皆
様、どうぞよろしくお願いいたします。

産婦人科

田中  教文
8月から産婦人科で勤務させて頂くことになりました。生ま
れ育ったこの地域の医療に貢献できるように頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

オカハタ　 ヒロヤス

小児科

岡畠  宏易
昭和61年から約20年間国立大竹病院、広島西医療センター、平成
19年から4年半呉共済病院に勤務しておりました。私はこれまでに、
喘息、食物アレルギーを中心とした小児アレルギー疾患を中心に、
小児科一般診療にあたってきました。これからは地域医療に貢献
できるように努力してまいりますので、よろしくお願いいたします。

10月16日（日）
ジャパンマンモグラフィ
検診を行いました

自己触診体験コーナーでの指導の様子

ささやかですが、お土産を。
乳がん予防啓発の
パンフレットと入浴剤です。

　１０月の第３日曜日は「ジャパンマンモグラフィサンデー」です。

　まだなじみのない言葉かもしれませんが、全国的な乳がん検診推進活動の取り組みの一つです。主に子育て、介

護等で検診の機会がとれない方を対象にしています。当院は初めて参加医療機関として登録し、乳腺外科、地域医

療連携室、放射線科、健康管理センターと合同で企画実施しました。当日は、プチ喫茶コーナーや展示、保健師によ

る自己触診法の指導なども行いました。受診者の方からは来年も是非行ってほしい、受診できてよかったなどの声

をいただき、乳がん検診への関心の高さを伺えました。

　当日の撮影は、検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師が担当しました（写真左下）。優しい声かけや丁寧

な撮影で受診者の方の不安や緊張感を和らげるよう努力しました。

健康管理センター 久保 知子



各科外来診察予定表

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。

平成23年10月1日現在

初診

呼吸器内科

産婦人科

耳鼻咽喉科

循環器内科

腎臓内科

糖尿病・代謝
内科

消化器内科

神経内科

心臓血管外科

乳腺外科

呼吸器外科

眼科

画像診断部

精神科 心療内科

中増 櫻井 近藤 山岡

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

再診 櫻井・近藤 櫻井・中増 近藤

初診 前田 藤井・佐倉 久留島 辻山 政田

再診 辻山・久留島・佐倉 藤井・前田 藤井・辻山・久留島

午後診療
13:30～15:30

初診

再診 荒川 荒川
午後診療

13:30～15:30

初診 兼見 水野 兼見 水野 横江

再診

午後診療

水野・横江 兼見・横江 水野・横江 兼見・横江 兼見・水野

初診 中西 田中 藤本（英） 中西

再診

午後診療 予約診療 予約診療

田中・皆川 中西・吉川・皆川

初診 日域 秋山

再診 日域 秋山
午後診療

13:30～15:30 日域 石田（和）

初診 徳毛・野中 古土井 瀧川

再診 徳毛・野中 小松・古土井 小松

初再診 小深田 沖・高広 小深田

再診 丸山・高広小深田

初診 山田 高田・橋本
住吉・清水・高澤

再診 高田・橋本
住吉・清水・高澤 山田

午後診療
13:30～15:30 山脇

初再診 中畠・樋口 中畠・樋口中畠・古井 岡畠・古井 中畠・岡畠

午後診療

初再診

病 棟 診 療 の み

原田・安田 原田・安田原田・安田 手術日 原田・安田

初再診 松本 中尾中尾 松本

術前診察 中尾 西藤新澤 高田 本多

初再診 藤川・鈴木 藤川・田村藤川・田村・西亀 藤川・太刀掛 藤川・鈴木

初再診 幸 幸桐生 幸 桐生

再診 桐生 桐生幸 桐生 幸

外来手術日
（予約制）午後診療 手術日 手術日

初再診

午後診療 特殊外来

初再診 中光・香山・垰越 香山・藤解・垰越

初再診 船越 船越
（手術日）

船越・安井
（手術日） 船越 船越

初再診 手術日 川本・小林 手術日

手術日 手術日

手術日 川本・小林

初再診

佐々木（健）

初再診 黒木 渋川 黒木 織田 渋川

初再診 渡 渡 渡 手術日 松浦

再診 織田 渋川 織田 黒木黒木

8:30～11:00
（再診は11:30まで）

診療科 曜日

小児科

外科

整形外科

脳神経外科

皮膚科

泌尿器科

歯科口腔外科

麻酔科

放射線治療科

8:30～11:00
（再診は予約制）

初診8:30～11:00

再診8:30～11:30

初診8:30～10:00
再診8:30～11:00

初診8:30～11:00

再診8:30～12:00

再診8:30～11:30
（予約再診を除く）

初診8:30～11:00

8:30～11:00

8:30～11:00

8:30～11:00

8:30～10:30

8:30～11:00

8:30～10:00

8:30～11:30

8:30～11:00

8:30～11:00

14:00～15:00

14:00～15:00

15:30～16:00

14:00～16:00

8:30～10:00
（原則予約制）

8:30～11:30
（木曜は手術の為休診）

8:30～11:00
（原則予約制）

8:30～11:00
（火曜は手術の為10:00まで）

8:30～11:00
（再診は予約制）

吉田（健）

石田（和）

小松・藤本（佳）

丸山・高広

丸山 小深田

藤本（英）

二井・中村（有） 二井・中村（有） 二井・中村（有） 二井・中村（有）二井・中村（有）

丸山・沖

森川・中村（吏）・木矢 森川・中村（吏）・木矢 森川・中村（吏）・木矢 森川・中村（吏）・木矢

中西・田中藤本（英）・田中

石田（和）・日域・秋山

藤本（英）・皆川

森川・中村（吏）・木矢

石田（邦）・瀧川

石田（和）・秋山 石田（和）・日域

石田（邦）・菅

外来手術日
（予約制）

特殊外来
（予約制）

乳児検診
（要予約）

慢性疾患
腎・肝・喘息等

慢性疾患
腎・肝・喘息等

予防接種
心臓・乳児検診

（1才半から第2・第4火曜）

CAPD外来
荒川・佐々木（健）・吉田（健）

禁煙外来
渡（呼吸器外科）・櫻井

CAPD外来
荒川・佐々木（健）・吉田（健）

石田（邦）・藤本（佳）・菅

今村・佐々木（秀）・山口

藤本（吉）

藤本（吉）

月曜  アレルギー（15:30～16:00）  /　第2・4月曜  補聴器（13:00～16:00 予約制）
〈医師は交替制〉

山岡

吉田（健）中島 佐々木（健） 荒川

中光・大下・中村（浩）今村・加納・藤解

前田 政田



　平成23年9月5日に、移動図書設置セレモニーが開催されました。
正面玄関にはボランティア・病院職員が約50名も集まりました。
　来院される患者さん、ご家族やお見舞いの方々に少しでも楽しん
で頂けるようにと地域住民や病院職員に本の寄付を呼びかけたと
ころ、約1,500冊の書籍を寄贈して頂きました。
　病院長より今回中心となって活動いただいた、地御前地区の皆様に感謝状の授与を行いました。寄贈頂
いた図書は、ワゴンに陳列し移動図書として内科や整形外科などの外来受付前や、薬局・会計窓口前等に設
置しており、待ち時間の緩和に少しでも役立てばと考えています。中には「病院の待ち時間だけでは読み終
えない」と貸出を希望される方もおられ大変好評です。
今後も図書の入れ替えを行い、地域のみなさんに喜んで頂きたいと思います。

移動図書設置
セレモニーについて

　現在、外来の前に設置してある移動図書ですが、今後は病棟にも出向き入院患者さん・ご家族の手元に届く
ようにしたいと考えています。

移動図書の今後は…

地域医療連携室
社会福祉士 正畠 忠貴

問い合わせ先：地域医療連携室（東棟２階）

　移動図書設置に伴い、ご自宅などに眠っている不要となった
図書を募集します。たくさんの寄贈をお待ちしております。
　また、入院病棟への出張ラウンドを検討しています。つきまし
ては、移動図書係ボランティアを募集します。
具体的には、移動図書ラックを病棟で案内していただきたいと
考えます。
　参加資格や条件等はございません。時間制限や曜日の設定も
なく時間の空いた時に参加していただけたら幸いです。興味の
ある方は、私たちと一緒に活動してみませんか？

図 書 ＆ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集



私たちは人間愛に基づいた医療を実践し
地域社会に貢献します。

患者さんの権利JA広島総合病院基本理念

JA広島総合病院

【基本方針】

1.地域の医療機関と密接に連携した医療を提供します。

2.医療の安全性を高め安心できるチーム医療を提供します。

3.最新の知識と技術を習得し質の高い医療を提供します。

4.説明と同意に基づき人権を尊重した医療を提供します。

1.あなたは、個人的な背景の違いや病気の性質などに
かかわらず、必要な医療を受けることができます。
2.あなたは、医療の内容、その危険性および回復の可
能性について説明を受け、十分な納得と同意のうえ
で適切な医療を受けることができます。
3.あなたは、今受けている医療の内容についてご自分
の希望を申し出ることができます。
4.あなたの医療上の個人情報は保護されます。
5.あなたに研究途上にある医療をおすすめする場合
には、治療の内容や従来の治療方法との違いなどに
ついて、前もって十分な説明をします。

〒７３８-８５０３ 広島県廿日市市地御前１-３-３
TEL.０８２９-３６-３１１１（代）FAX.０８２９-３６-５５７３

各診療科で受付時間が異なりますので、必ず「診療科のご案内」
または「外来診察予定表」をご覧ください。

受付時間／8：30～11：00
休診日／土・日・祝日

JA広島病院前

イオン
●R2

●
広島三菱

自動車販売
廿日市店

●
紳士服の
はるやま

●洋服の青山

広電宮島線

JA広島
総合病院

外来診療のご案内

P

P

障害者用の駐車場が少ない3

地域救命救急センター設置に伴い、障害者用駐車場の枠が減り皆様にはご迷惑をおかけしております。この度正面玄
関前駐車場に一台分増設いたしました。障害者用駐車場は、車いすや杖を使用している方などが自動車のドアを大きく
開けて乗り降りできるようにつくられた駐車場ですが、障害者用駐車場を必要としない方が駐車してしまい、必要な方
が駐車できずに大変困っているという声が寄せられています。駐車マナーは、ひとりひとりの「思いやりの心」に支えら
れています。今後も障害者用駐車場を必要としている方が利用しやすい環境づくりを進めていきたいと思います。 　

トイレについて、衛生上洋式トイレの便座を消毒するものと
手を洗った後に手を乾かす機械があった方がよいのでは？

4

ご要望をもとに検討しました結果、外来トイレに便座クリーナーとジェットタオルを設置いたしました。　

第２回オープンホスピタル開催
　昨年開催した「オープンホスピタル」を
今年も１１月２３日（水）10時～13時に開
催いたします。
　「オープンホスピタル」とは、患者さん
や地域の方に、当院の各部署の日頃の取
り組みを知ってもらおうと当院1階フロア
に各部署作製のポスターを展示する「ふ
れあいポスター展」（１１月上旬～１２月上
旬予定）にちなんだイベントです。
　当日はワッフルの移動販売車やバルー
ンアート・AED講習など、今年も様々な催
しを考えておりますので、ぜひぜひ病院へ
足をお運び下さい！！


